


本日は、ご参加頂きありがとうございます。
8月18日に発出した研究提案募集について、以下説明致します。

 これまでの宇宙探査イノベーションハブの取り組み
 “Moon to Mars Innovation”の研究制度
 RFP13課題設定について

第13回研究提案募集（RFP）公募説明会
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月面発電施設

エネルギー

月面資源利用プラント

建設/プラント

有人与圧ローバ―

自動車業界・移動

月面探査（無人）ローバ

製造・搬送

月面多目的建設機械

建設・建機

月面居住施設

建築 農林・食品

医療・健康 IT/観光/エンタメ

月面離着陸船

月周辺小型衛星インフラ構築

月面への物資補給

船外活動技術（宇宙服）

アパレル

©JAXA/TOYOTA

通信

月・火星などの重力天体探査は、宇宙技術（ロケット・衛星等）の延長

ではなく、地上技術を応用して実現することが重要
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 10年から20年先の将来宇宙探査のためのキー技術を
新しいプレイヤーと共に共同研究により創出し
将来の宇宙探査力と産業競争力を同時に向上させる

オープンイノベーションの研究拠点／産学官の結節点

宇宙探査イノベーションハブ（探査ハブ）

非宇宙分野の企業の参入を促進し、地上技術を応用して
世界をリードする宇宙探査技術の研究開発に取り組む
→ 宇宙探査シナリオ・ミッションの実現（JAXA）

宇宙探査の技術課題は、社会的課題の解決や地上産業に
必要な技術課題との共通点が多い
→ 産業競争力の強化（企業）

“Dual Utilization”
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探査ハブの研究実績・成果

コミュニティの拡がり
幅広い異分野との連携・人材糾合を促進し、
探査のプレーヤーのすそ野を全国に拡大

 ＲＦＩ提供 1214件
 共同研究 215件
 参加機関 276機関

直近の主な研究成果
探査ハブと民間の共同研究成果をきっかけと
した宇宙実証、探査適用、地上事業化が進展

SLIM/LEV-2 (SORA-Q)
小型変形型ロボット

小型微量水分計の研究（２０16年12月～2019年3月）
半導体製造現場に適用される小型微量水分計を開発。ガス中の水分
を高精度かつ高感度で高速に測定可能。量産化に成功し、地上では製
品販売開始した。現在、LUPEXプロジェクト搭載の微量水分計の開発
に協力。 ©神栄テクノロジー株式会社、産総研、大阪大学、茨城大学、
鹿児島大学

LUPEX搭載小型イメージング分光器
近赤外域の単色（モノクロ）を撮影可能な小型近赤外イメー
ジング分光装置。2次元イメージング分光器の小型・軽量化
を実現。製品として販売開始。探査ハブにおける研究期間
２０16年3月～2018年3月。

月極域探査機プロジェクト
（ＬＵＰＥＸ）

探査ハブにおける研究開始2016年4月、2024年1月20日宇宙実証 5
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研究制度の進化「Moon to Mars Innovation」

Space Dual Utilization
宇宙探査プログラム＋宇宙/地上事業

2024年3月以降

宇宙を取り巻く状況の変化： 国際宇宙探査の進展、民間企業による宇宙活動の活発化

 宇宙探査ミッションへの接続を強化する。単独ミッションだけでなく宇宙探査プログラム
に広く適用する。

 4つの重点領域を設定し、「次世代探査コンセプト検討活動」を行い、この結果を研究課題
に反映する。

 オープンイノベーション型共同研究のシステム型・ゲームチェンジ型において国際宇宙探
査のニーズを取り込む。

 ニーズベースだけでなく、シーズベースの挑戦的な研究も行い、宇宙分野のすそ野を広げ
る。オープンイノベーション型共同研究のチャレンジ型では研究課題を自由提案とする。
【RFP13での新規変更事項】

 地上事業化だけでなく、宇宙事業化に繋げていくことを目指す。

2024年3月
MMI開始（RFP12より）

次世代エネルギー 次世代モビリティ
アセンブリ＆
マニュファク
チャリング

ハビテーション

Dual Utilization
宇宙探査プロジェクト＋地上事業
（2015年度～2023年度）



Moon to Mars Innovationによる共同研究の進め方

企業・大学・研究機関等からのRFI(情報提供)をもとに研究提案募集（RFP）を実施して研究提案を
採択後、共同研究を実施。成果をJAXAの探査ミッションや企業等への事業化につなげていく

情報提供要請（RFI)から研究成果創出までの流れ 8

産官学検討チーム
にてシステムの実
現方法や、技術課
題を識別、必要と
なる研究開発のシ
ナリオ・コンセプト
を検討し、公募課

題練り上げに
フィードバック

研究終了後の出
口、成果の接続先
を強く意識（宇宙
実証、宇宙探査プ
ロジェクト／プロ
グラムへの適用強
化、地上実装／宇

宙事業化）

従来の枠組みに囚われない挑戦的
な研究枠設定で、宇宙分野の裾野
拡大にも、これまで以上に注力



研究類型 研究目的、特徴 資金 期間 RFP12での事例

システム型

宇宙探査プログラムや企業の宇宙事業の双方に有
益なシステム研究を対象。既存技術の統合・最適化
による実用化を重視。研究終了後の本格的な開発
や宇宙探査プログラムへの適用を目指す。

最大
1億円

最大
3年
程度

・24GHz高効率大電力伝送システムに
適用するスイッチングコンバータ及び高
効率受信アンテナアレイと受電電力最大
合成の研究（次世代エネルギー）
・月面固定型スマート太陽電池タワーシ
ステム（次世代エネルギー）

ゲーム
チェンジ型

従来の宇宙探査の枠組みを根本から変革、新たな
探査手法や資源利用の可能性を広げるブレークス
ルー技術の研究を対象。高リスク・高インパクト。新
たな探査手法を検討し、資源利用の可能性を広げ
ることを目指す。

最大
1,000万

円

1～3
年

・生成AIによる自然言語インタラクションを
通じた複数台ロボットの協調行動生成（次世
代モビリティ）
・月面/火星探査ローバーや深宇宙探査機で
の高精度・低消費電力・リアルタイムな自己
位置推定機能（次世代モビリティ）
・月面サーマルマイニングに向けた低温ガス
吸着回収技術の開発（アセンブリ＆マニュ
ファクチャリング）
・AIを活用した月・火星探査に向けた宇宙天
気予測技術の開発（ハビテーション）

チャレンジ型

従来の枠組みに捉われない自由な発想に基づく、
将来の宇宙探査及び新産業の創出につながるシー
ズベースの挑戦的な研究を対象。具体的な計画や
成果予測が現時点で成熟段階に至っていなくとも、
提案技術や研究が実現した際に新たな技術分野や
市場を創成しうる期待値を重視。

最大
300万円

最大
1年

RFP13より新設
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RFP13課題設定の考え方

今回受け付けた情報提供要請の中から、以下の課題設定の考え方に基づき、JAXA内の探査系部

門（*)との横断的な議論を行い今回の募集課題候補を抽出した 。課題設定にあたっての考え方は次

のとおり。

課題設定の考え方
 国際宇宙探査のニーズを捉えており、その解決に貢献することが期待できる

 既に地上における一定の技術蓄積がある、または技術蓄積は少ないものの早期の技術獲得が見込まれる

 宇宙探査に革新をもたらすことが期待できる

 宇宙／地上における事業的価値（イノベーション）を生み出すことが期待できる

 JAXAが作成した国際宇宙探査シナリオ(案)との親和性、またはそれらに対する発展性、次世代探査コンセ

プト検討活動結果の反映がある

 民間において、将来的に宇宙へ向けた出口のイメージがある、又は共同研究を通して出口戦略を共創できる

見込みがある

 JAXA内他部門または産学官の連携により実施することで効果的な研究や技術の獲得が見込まれる

（*） JAXA探査ハブ、国際宇宙探査センター、研究開発部門、宇宙科学研究所、有人宇宙技術部門といった国際宇宙探査に関わる他部門との議論を実施
11



各技術領域での方向性、重点化の考え方

加えて、各技術領域における方向性、重点化の考えを加味して、課題設定を実施した。

 次世代エネルギー：

発電システム、無線給電を含む送電システム、蓄電システムを結合したエネルギーインフラシステムの構築を進
めることで、推薬プラントやローバなど最終的なユーザに対しての給電サービスの実現に貢献することを目指
す。特に、国際宇宙探査シナリオ（案）にて設定されている通り、まずは2035年頃以降に持続的な月面活動が
できる300kW程度までスケーラブルに拡大していけるような小規模・小範囲での給電サービスの実現を進
めるべく、それらに必要な要素技術をゲームチェンジ型として課題を設定し、研究テーマを募集する。

 次世代モビリティ：

国際宇宙探査シナリオ（案）に沿って月面無人/有人ローバを支える表面移動・作業に貢献できる技術を火星
探査への適用も視野に入れて研究し、技術蓄積を進める。次世代探査コンセプト検討活動にて考案した、月面
拠点の複数のインフラ間の物資（太陽電池タワーやレゴリスなど）を運搬できる物流オープンプラットフォーム
をシステム型として募集し、推薬生成プラント建設に向けてレゴリスを自動掘削する月面建機技術(自動掘削
制御とアクチュエータ）、それに必要な共通技術であるコヒーレントLiDARをそれぞれゲームチェンジ型として
募集する。
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各技術領域での方向性、重点化の考え方

 アセンブリ＆マニュファクチャリング：

地球近傍での軌道上製造・再利用実証から月周回、そして将来的には月面資源をも活用した製造、組立、
生産サービスの提供を目指す。さらに、火星等さらに遠方の宇宙空間への進出に必要な高機能要素部材
の開発や、その場製造技術、展開拡張技術、資源の再利用・抽出技術などを中心にリソース制限の強い
環境への人類の進出を様々な視点から支える事の出来る技術の実現を目指す。次世代探査コンセプト検
討活動において、特に優先すべき課題は資源の抽出であると考えており、今回募集するシステム型の課
題として資源関連の課題を設定した。さらに、将来の大型構造物につながるテーマをゲームチェンジ型
（※）の候補としている。

※更新：当日の説明意図をより明確化しました。

 ハビテーション：

有人月面基地での長期滞在や将来的な月・火星での宇宙居住（ハビテーション）の実現に向け、月・火
星特有の環境対策や宇宙の暮らしを豊かにするための、QOL(Quality of life)を向上させる取り組みで
ある。加えて、月面での40人規模の常時滞在を想定し、月面における持続可能な有人活動基盤を確立す
る要素技術の獲得を目標としている。次世代コンセプト検討活動にて識別された技術課題や国際宇宙探
査シナリオ（案）の内容から、日本の強みが生かせる宇宙探査の方向性を課題設定に反映すべく、有人
探査に向けて技術蓄積が必要な月面環境（レゴリス）のモニタリングと対策のための要素技術を設定し、
月面滞在技術の研究を行う。

人を対象とする研究に関しては研究・評価体制が整い次第の着手とすることとし、当面は次世代探査コ
ンセプト検討活動、机上の原理検討等を進め、研究再開に備えるものとする。 13



RFP13 募集課題（1/4)

システム型課題 2課題

No 研究領域 研究課題 期間
（ヶ月)

経費
（千円）

関連するSDGs
目標

01
次世代モビリティ/ 
次世代エネルギー

月面物流モビリティオープンプラットフォーム ３６ 80,000

02
アセンブリ＆マニュ
ファクチャリング

月面鉱物資源を活用した金属・酸素抽出技術と
鉱物資源利用技術の獲得

36 50,000

※期間・研究費は上限

【共通する留意事項】
• １つの研究課題において複数の構成要素が示されている場合、特に記載されている場合を除き、そのうちいずれか

の要素を満たす提案でも構いません。
• 過去の RFP にて採択された研究テーマとの組み合わせによる提案も期待します。
• １つの研究課題に対して複数の研究提案を採択することがあります。また、採択がないこともあります。
• 研究提案の内容に応じて、研究費額を調整することがあります。
• 採択内定後、JAXA と研究体制を構築していただきます。このとき、JAXAより体制を提案することがあります。
• 研究に際し、必要に応じて JAXA の研究設備を利用することができます。 14



RFP13 募集課題（2/4)

ゲームチェンジ型課題 10課題 ※期間・研究費は上限

No 研究領域 研究課題 期間
（ヶ月)

経費
（千円）

関連するSDGs
目標

03 次世代エネルギー
大電力レーザー給電用耐強照射性光電変換パ
ネル

24 10,000

04 次世代エネルギー 月面用ヒートポンプシステムに関する研究 24 10,000

05 次世代エネルギー レゴリスを媒体とした非接触送電技術の研究 12 10,000

06 次世代エネルギー
月面環境耐性を有する電界給電送電技術の研
究

12 10,000
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RFP13 募集課題（3/4)

ゲームチェンジ型課題 10課題 ※期間・研究費は上限

No 研究領域 研究課題 期間
（ヶ月)

経費
（千円）

関連するSDGs
目標

07 次世代エネルギー
試作を介さないフィルタ特性を制御可能な新規
電波吸収体

24 10,000

08 次世代モビリティ 月面建機のための自動掘削制御技術の開発 24 10,000

09 次世代モビリティ
月面建機のための高負荷対応の小型軽量アク
チュエータの開発

24 10,000

10 次世代モビリティ
宇宙機搭載デジタルコヒーレントLiDARのため
の光集積回路技術

24 10,000

16



RFP13 募集課題（4/4)

ゲームチェンジ型課題 10課題 ※期間・研究費は上限

No 研究領域 研究課題 期間
（ヶ月)

経費
（千円）

関連するSDGs
目標

11
アセンブリ＆マニュ
ファクチャリング

フレキシブルで施工性の高い空間連結技術 24 10,000

12 ハビテーション
月面拠点構築のためのレゴリス検知・集塵技術
の開発

24 10,000

チャレンジ型（全領域）

No 研究領域 研究課題 期間
（ヶ月)

経費
（千円）

備考

１３ 全領域 チャレンジ型
１２ ３，０００ RFI提供者に

限らず広く募集

17

自由な発想に基づく、将来の宇宙探査及
び新産業の創出につながるシーズベース
の挑戦的な研究を募集



今後のスケジュール

18次のRFPへ

RFI

システム型（S)／ゲームチェンジ型（GC）
／チャレンジ型研究（C)

次世代探査コンセプト
検討活動

5月9日 RFI〆切

RFP13提案受付開始

結果通知

共同研究開始

提案受付〆切

課題設定

評価

8月18日

公募説明会本日8月25日

9月16日（火）正午

C型： 2025年11月頃
S型／GC型： 2025年12月頃

C型： 2026年1月頃
S型／GC型： 2026年4月頃

産学官チーム
検討活動

成果まとめ

産学官チーム
編成

検討活動

中間報告

第一期
開始から1年後、
9月頃

年度末頃

第二期

国
際
宇
宙
探
査
の
ニ
ー
ズ
／
宇
宙
技
術
戦
略
（探
査
）、
国
際
宇
宙
探
査
シ
ナ
リ
オ
（案
）



RFP13 募集要項など

 RFP13公募の情報、募集要項等については以下のURLでご確認下さい。

https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/rfp/rfp13/index.html

19

RFP13

https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/rfp/rfp13/index.html
https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/rfp/rfp13/index.html
https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/rfp/rfp13/index.html
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